
許

は
市
民
生
活
を
考
え
た
と
き
、
間
違

っ
た
選
択
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
使
う
と
い
う
選
択
を
し
た

と
き
に
、
後
者
の
よ
う
な
批
判
が
当

た
ら
な
い
よ
う
に
、
事
業
を
選
択
す

る
こ
と
は
当
然
で
す
。

　
そ
こ
で
、
実
施
計
画
に
位
置
付
け

た
事
業
か
、
方
針
が
決
定
し
た
事
業

で
、
早
晩
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
で
、
さ
ら
に
前
倒
し
で
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
税
金
で
あ
る

一
般
財
源
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
も
の

を
選
択
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
を
活

用
す
る
こ
と
で
、①
川
間
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
設
備
整
備
事
業
を
　
年
度

22

完
成
目
途
に
実
施
、
②
過
密
学
童
保

育
所
解
消
の
た
め
に
　
の
新
規
学
童

10

保
育
所
を
設
置
、
③
昨
年
度
来
の
継

続
に
な
り
ま
す
が
、
六
丁
四
反
水
路

の
拡
幅
距
離
の
延
伸
な
ど
の
集
中
豪

雨
対
策
事
業
、④
防
災
無
線
の
整
備
、

⑤
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
公
民
館
の
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
、
⑥

小
中
学
校
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
整
備

な
ど
、　
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

13

　
ま
た
、
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
て
、
①
岩
木
小
学
校
の
耐
震

補
強
工
事
に
合
わ
せ
た
太
陽
光
発
電

施
設
の
整
備
、
②
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
に
加
え
小
中
学
校
・
幼
稚

園
・
公
民
館
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
受
信

施
設
整
備
、
③
愛
宕
駅
東
口
駅
前
広

場
等
整
備
事
業
な
ど
７
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
二
つ
の
交
付
金
を
活
用
し
、
約
　13

億
９
千
万
円
の
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
交
付
金
に
加
え

国
県
の
補
助
金
が
増
に
な
る
関
係
か

ら
、
通
常
ベ
ー
ス
で
事
業
を
実
施
す

る
と
き
と
比
較
す
る
と
、
一
般
財
源

が
約
５
億
３
千
万
円
必
要
な
と
こ
ろ

が
約
６
千
　
万
円
と
約
４
億
６
千
万

600

円
の
節
約
と
な
り
、
地
方
債
も
約
１

億
６
千
万
円
の
節
約
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
当
初
予
算
で
、
普
通
交
付

税
の
旧
野
田
市
分
は
不
交
付
、
旧
関

宿
町
分
は
約
　
億
１
千
万
円
と
見
込

22

ん
で
い
ま
し
た
が
、７
月
末
の
交
付
決

定
で
旧
野
田
市
分
が
交
付
と
な
り
約

２
億
１
千
万
円
、旧
関
宿
町
分
が
約

　
億
３
千
万
円
と
な
り
、ト
ー
タ
ル
３

23億
２
千
　
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

800

　
基
準
財
政
需
要
額
が
、
社
会
保
障

費
の
伸
び
と
、
新
規
に
計
上
さ
れ
た

地
域
雇
用
創
出
推
進
費
の
増
な
ど
で

増
額
と
な
り
、
基
準
財
政
収
入
額
が

個
人
市
民
税
所
得
割
と
法
人
市
民
税

法
人
税
割
の
減
で
減
額
と
な
っ
た
こ

と
が
主
な
理
由
で
す
。

　
な
お
、野
田
市
が
設
定
し
て
い
る
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方

に
基
づ
い
た
地
方
債
発
行
限
度
額
は
、

交
付
団
体
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
計

算
上
は
変
更
し
て
増
額
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
今
後
の
交
付
税
の
見

通
し
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
面
増
額
を
行
わ
ず
、
当
初
予
算
の

発
行
限
度
額
の
考
え
を
維
持
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
景
気
対
策
な
ど
に

伴
い
、９
月
補
正
に
地
方
債
の
増
額
を

計
上
し
て
い
ま
す
が
、本
年
度
地
方
債

発
行
総
額
は
、従
来
の
考
え
方
で
決
定

し
て
い
る
発
行
限
度
額
を
４
億
５
干

万
円
下
回
り
、プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
を
十
分
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
日
本
経
済
新
聞
に
も
掲
載

で
不
要
不
ٸ
な
࢓
事
を
増
や
し
、
将

来
の
財
政
負
担
を
増
大
さ
せ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
前
者
は
、交
付
金
を
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
自
治
体
が
使
う
こ
と
に
な
る
は

ず
で
、野
田
市
だ
け
が
国
の
財
政
が
か

く
あ
る
べ
し
と
い
う
こ
と
で
使
わ
な

い
と
い
う
の
は
、景
気
の
悪
さ
の
中
で

　
市
で
は
、
事
件
・
事
故
の
発
生
状

況
や
人
口
・
世
帯
数
な
ど
か
ら
、
本

来
で
あ
れ
ば
交
番
設
置
が
望
ま
し
い

南
部
地
区（
み
ず
き
地
区
）
に
、
平
成

　
年
　
月
、独
自
に“
市
営
交
番
”と

18

10

し
て
「
野
田
市
南
部
安
全
安
心
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」、
通
称
「
南
部
ま
め
ば

ん
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
部
地
区
は
、
市
内
で
も

犯
罪
発
生
状
況
が
高
い
こ
と
や
、
交

番
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
近

年
の
住
宅
開
発
や
商
業
施
設
の
進
出

に
よ
り
、
人
口
や
世
帯
が
増
え
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
で
は
、
第
２

の
「
ま
め
ば
ん
」
と
し
て
、「
野
田
市

北
部
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、通

人
で
、
小
学
生
の
下
校
時
間
帯
な
ど

を
考
慮
し
、
毎
日
　
時
か
ら
　
時
ま

14

19

で
両
ま
め
ば
ん
に
交
代
で
勤
務
し
て
、

事
件
・
事
故
発
生
時
の
被
害
の
拡
大

防
止
や
、
防
犯
相
談
、
警
察
・
地
域

の
自
主
防
犯
組
織
と
の
連
携
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
北
部
ま
め
ば
ん
の
設
置

で
、
防
犯
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
、
市
と

警
察
、
防
犯
組
合
支
部
が
連
携
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

　
七
光
七
光
台台
にに

　
　
　“
市
営
交
番

“
市
営
交
番
””「
北
部

「
北
部
ま
め
ば
ん
」

ま
め
ば
ん
」開
設
開
設

■北部まめばんの案内図
１０月１日

七光台小学校の向かいに開七光台小学校の向かいに開設設

称
「
北
部
ま
め
ば
ん
」
を
　
月
10

１
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
場
所
は
、
地
元
か
ら
無
償
で

提
供
が
あ
っ
た
、
ロ
ッ
ク
タ
ウ

ン（
七
光
台
）内
で
す
。

　
時
か
　
　
ら 
　
時
ま
　
　
で 
毎
日
開
所

１４

１９

　
北
部
ま
め
ば
ん
の
開
設
に
伴

い
、
防
犯
推
進
員
（
警
察
官
経

験
者
）
を
１
人
増
員
し
、
計
８

　七光台4 - 2所在地
　０４ - ７１２９ - ８８７７電　話

地
方
交
付
税
の
見
通
し


